
16MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2012.6 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2012.617

東
日
本
大
震
災
の

　

被
災
自
治
体
へ
の
人
的
支
援
報
告

池﨑　憲章　主事
財政課所属

　

私
は
、
熊
本
県
と
市
町
村
合
同
の
チ
ー

ム
第
31
陣
と
し
て
、
11
月
24
日
か
ら
12
月

６
日
ま
で
の
間
、
宮
城
県
東
松
島
市
役
所

で
の
応
援
職
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
課
で
窓
口
業
務
に
従
事
し
、
東
松
島

市
内
で
津
波
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
家
屋
と

車
に
か
か
る
税
金
を
非
課
税
と
す
る
申
請

を
受
け
付
け
ま
し
た
。

　

派
遣
期
間
中
、
市
役
所
の
職
員
は
、
通

常
の
業
務
と
合
わ
せ
て
震
災
関
連
の
業
務

を
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
震
災
当
時
は
、

遺
体
安
置
所
で
遺
体
の
引
き
受
け
業
務
も

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
被
災
し
た
体
育

館
が
安
置
所
に
な
り
、
泥
ま
み
れ
の
床
の

上
に
毛
布
に
包
ん
だ
遺
体
が
あ
る
状
況
の

中
で
、
24
時
間
勤
務
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
寝
る
場
所
も
な
い
の
で
、

就
寝
の
際
は
遺
体
の
隣
に
段
ボ
ー
ル
を
立

て
て
、
寝
て
い
た
そ
う
で
す
。
中
に
は
、

家
族
の
遺
体
と
対
面
し
た
職
員
も
い
た
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
見
る
人
の
遺
体
に
最
初
は
恐
怖

を
感
じ
る
ば
か
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

遺
族
が
遺
体
を
引
き
取
り
に
来
ら
れ
、
亡

く
な
ら
れ
た
事
を
知
っ
た
悲
し
み
と
、

や
っ
と
家
族
に
会
え
た
と
い
う
喜
び
の
姿

を
見
て
、「
遺
族
に
届
け
る
た
め
に
遺
体

を
預
か
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う

使
命
感
が
湧
い
て
き
た
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
話
を
聞
き
、
そ
の
思
い
は
、
人
を
動

か
す
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

人
の
た
め
に
と
思
え
る
か
ら
こ
そ
、
自
分

が
動
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

被
災
地
で
は
、
今
で
も
多
く
の
人
が
復

興
に
向
け
て
動
い
て
い
ま
す
。
思
い
を
込

め
て
動
く
こ
と
で
、
同
じ
よ
う
に
戻
る
復

興
で
は
な
く
、
過
去
を
超
え
る
復
興
の

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

11月24日から12月６日
までの13日間、東松島
市で税金の非課税申請の
受付業務に携わる

東日本大震災の被災地へ
支援を行うため、熊本県
と市町村は合同で宮城県
東松島市に人的支援を行
っています。これまで９
人が被災地の支援活動に
従事しました。

人
権
問
題
は
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
を

問 

人
権
教
育
・
啓
発
課　

☎（
２
３
２
）２
１
１
３

人権

無
料
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
人
権
擁
護
委
員

が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日
・
場
所

•
６
月
４
日（
月
）

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

•
９
月
４
日（
火
）
中
央
公
民
館　

•
12
月
３
日（
月
）
西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

■
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
問
い
合
わ
せ　

人
権
教
育
・
啓
発
課

☎（
２
３
２
）２
１
１
３

「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

■
期
間　
６
月
25
日（
月
）〜
７
月
１
日（
日
）

平
日
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
内
容　

い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体
罰

な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題

■
相
談
方
法　

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局

職
員
が
専
用
電
話
☎
０
１
２
０（
０
０

７
）１
１
０
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

☎（
３
６
４
）２
１
９
２

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
に

皆
さ
ん
と
共
に
一
層
の
人
権
尊
重
思
想
の

啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
に
は
、
菊
陽
町
長
か
ら
推

薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権

擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■人権擁護委員の紹介（敬称略）
電話番号氏名 地区

上村　隆一

江藤由紀子

片山　修一

改世　順子

西田眞志子

堀川　妙子

米村　憲子

馬場楠

出分

下原

三里木

武７町内

杉並台

新町

☎（２３２）２７３１

☎（２３２）０５２７

☎（２３２）７２６１

☎（２３２）３５５１

☎（３３８）９７７７

☎（２３２）３５８０

☎（２３２）２９０３

６
月
23
日
〜
29
日
は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す

問 

総
務
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

男女
共同

町
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
一

人
の
取
り
組
み
も
必
要
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
そ
の
取
り
組
み
の
輪

を
広
げ
て
も
ら
う
た
め
、
男
性
と
女
性
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
自
立
し
た
ひ
と
り
の
人
間
と

し
て
、
互
い
の
個
性
を
認
め
合
い
、「
男

だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
い
う
固
定
的

な
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
お
互
い
に
社

会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合
う
意
識

を
持
ち
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実

現
に
向
け
て
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
歩
み

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
あ
な
た
が
い
る　

わ
た
し
が
い
る

未
来
が
あ
る
」

　

国
で
は
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま

で
の
１
週
間
を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
男
女
共
同

参
画
週
間
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

「
あ
な
た
が
い
る　

わ
た
し
が
い
る　

未

来
が
あ
る
」
で
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
国
や
県
、

東　　惠治

橋本　次雄

高木　一男
森田　俊郎
（会長）

日髙　裕成

紫藤　惠介

山川　靜雄

那須眞理子

戸次・馬場楠・曲手

中代

古閑原・入道水・柳水

土地改良区推薦

新町・馬場

中尾・南方

辛川・井口・道明

鉄砲小路・沖野

吉岡　信也

阪本　俊浩
大山　陽一
（職務代理者）

冨永　幸弘

鎌田　道雄

池田　良正

阪本　泰一

坂本　里美

古田　朱実

上津久礼

川久保・津留・大堀木

新山・八久保・花立

下津久礼

上中代・出分

農協推薦

農業共済推薦

議会推薦

議会推薦

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

問 

菊
陽
町
農
業
委
員
会　

☎（
２
３
２
）４
９
２
４

農業

農
業
共
済
推
薦
１
人
、
土
地
改
良
区
推
薦

１
人
）の
計
17
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
、
農
地
の
権
利
移
動
の
審

査
や
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、
農

地
の
保
護
と
利
用
促
進
を
図
る
ほ
か
、
農

家
の
利
益
を
守
り
地
域
農
業
の
推
進
役
と

し
て
活
動
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
を

担
う
後
継
者
問
題
や
耕
作
放
棄
地
問
題
、

農
地
法
の
改
正
な
ど
が
あ
り
、
新
農
業
委

員
に
は
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

無
投
票
で　

人
が
当
選

　

任
期
満
了
に
伴
う
菊
陽
町
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
は
４
月
24
日
に
告
示
さ
れ
、

選
挙
で
選
出
さ
れ
る
定
員
12
人
に
対
し
同

数
の
立
候
補
に
な
り
、
無
投
票
当
選
で
新

し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
24
年
５
月
７
日
か
ら
平
成
27
年
５

月
６
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
農
業
委
員

会
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
12
人
と
町
長
選
任

委
員（
議
会
推
薦
２
人
、
農
協
推
薦
１
人
、

12

▲新しい農業委員の皆さん

前列（左から） 担当地区 後列（左から） 担当地区

男女共同参画社会づくり地域リーダー
研修生募集
　男女がともに暮らしやすい豊かな地域社会づく
りを推進するため、職場、家庭、地域などで積極
的に活躍していただく地域リーダーを育成するた
め、研修生を募集します。
■募集対象　県内在住の20歳以上65歳未満で、
全研修課程に意欲を持って参加できる人
■研修時期　
❶事前研修　９月下旬に１回
❷国内派遣研修（埼玉県・東京都）
　11月８日（木）～ 11月11日（日）　
❸事後研修　平成25年１月に１回
■募集人数　１人
■募集期限　６月28日（木）
■参加費用　研修に要する費用は県と町が負担し
ます。※一部個人負担があります。
■応募方法　総務課男女共同参画係（三里木町民
センター）にある参加申込書に記入し、お申し
込みください。また、申込書は熊本県男女共同
参画センターのホームページからもダウンロー
ドできます。
■発表　選考後、７月中に県から通知します。


